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刊行に当たって

今日、我が国の情報化の進展はめざましく、その影響は社会のあらゆる分野に及び、日常生

活にも大きな変化をもたらしています。パーソナルコンピュータは、記憶容量や処理速度など

ハードウェア面での技術の向上が、画像、音声など多様なマルチメディア素材の活用を可能に

するとともに、電話回線の高速化、大容量化と相まって、有用な通信機器としての機能をそな

えるようになりました。現在では、「コンピュータ」の直訳である「計算機」としての活用は、

多様な機能の一部にすぎないと言っても過言ではありません。このような状況を背景として、

学習指導要領においては、高度情報化社会に主体的に対応できる基礎的な資質を養う観点から、

情報を収集し、選択し、処理する能力と更に新たな情報を創造する能力、コンピュータ等の情

報手段を活用する能力と意欲の育成を図ることが求められています。こうした情報教育の推進

はこれからの学校教育における大きな課題の一つとなっています。

当総合教育センターでは、情報教育の推進に必要な教職員の研修の充実と施設・設備の整備

を進めてきました。平成８年４月に、「京都府情報教育ソフトウェアライブラリーセンター」

を開設したのに続いて、本年度には「京都府教育情報ネットワークシステム拠点」を整備して、

府内の公立諸学校間を結ぶネットワークの構築とインターネットの学校教育への利用の推進を

図っています。

また、当総合教育センターの主要事業である「研究事業」として、情報教育研究部では、平

成６年度から３年間にわたって「教育情報の活用に関する研究」を行いましたが、本年度と来

年度は、「情報通信ネットワークの活用に関する研究」を進めることにいたしました。この研

究を進めるに当たっては、これまで３年間の研究の成果を踏まえるとともに、「京都府教育情

報ネットワークシステム拠点」の構築と運営を通じて得られる貴重な情報を生かしていきたい

と考えています。また、学校におけるネットワークの構築や授業におけるインターネットの活

用についての研究は、学校の協力なしには進められません。各関係教育機関の方々に御協力を

お願いしていますが、特に研究協力者の先生方には貴重な御意見やアドバイスをいただいてい

ます。厚く御礼申し上げます。

本資料は、２年間にわたる研究の第１年次の研究成果の概要をまとめたものです。学校にお

けるネットワークの構築と活用のために有効に活用され、情報教育が一層充実したものになる

ことを期待しています。

平成１０年３月

京都府総合教育センター

所 長 池 山 良 武
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